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山
火
事
で
　
動
物
た
ち
が
　
泣
い
て
い
る

古
丹
別
小
学
校
　
５
年
　
西
川
将
也
く
ん
　

2003

３
№499

標　語

今年も苫前温泉ふわっとをメイン会場に凧あげ大会が去る2月23日に開催された
色彩豊かな全国の個性ある凧が約200枚ロビーをはじめ館内を飾り、来館者の目を楽しませ
大会ムードを盛り上げた（展示は1月下旬から大会当日まで）
展示協力者は‘凧野郎’こと能登忠さん（苫前在住）で、中でも圧巻は写真の13畳もの大きさの
能登さん自作の六角凧
ふわっとではこの時期、町内外の湯治客が数多く利用しており、にぎわいを見せている
「これらの凧を見ていると心がなごみますね」とゆかた姿の似合う9人組のご婦人達が六角凧の前で
リフレッシュな笑顔で応えてくれた　まさに交流の拠点『ふわっと』をかい間見たように思う
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今
年
四
月
は
四
年
に
一
度
の
統
一

地
方
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
有
権
者
に

と
っ
て
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
託
す
、

こ
れ
ま
で
に
な
く
貴
重
な
一
票
と
し

て
委
ね
ら
れ
る
。

こ
れ
を
受
け
二
月
十
日
、
苫
前
町

選
挙
管
理
委
員
会
（
内
田
靖
生
委
員

長
）
で
は
統
一
地
方
選
挙
実
施
本
部

（
本
部
長
同
委
員
長
）を
設
置
し
、
道

選
管
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
本
格
的
な

業
務
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
看
板
は

役
場
庁
舎
正
面
玄
関
入
口
付
近
に
掲

げ
た
。

同
実
施
本
部
は
、
庶
務
・
選
挙
・

啓
発
の
三
班
構
成
で
、
投
・
開
票
事

務
や
選
挙
人
名
簿
の
整
備
、
不
在
者

投
票
事
務
、
ポ
ス
タ
ー
や
立
看
板
、

苫前町選挙管理委員会で実施本部を設置

道
選
挙
公
報
な
ど
の
業
務
遂
行
に
あ

た
る
。

知
事
・
道
議
選
は
四
月
十
三
日
、

町
長
・
町
議
選
は
同
二
十
七
日
と
な

っ
て
い
る
が
、
特
に
今
回
の
町
長
選

は
す
で
に
新
人
二
人
が
立
起
を
表
明

し
て
い
る
。

同
本
部
設
置
に
あ
た
り
、
内
田
本

部
長
は
四
年
前
の
選
挙
を
振
り
返
り

な
が
ら
も
「
町
長
選
は
新
人
同
士
、

町
議
選
は
定
数
一
減
の
十
三
議
席
で

争
う
こ
と
に
な
り
、
今
の
と
こ
ろ
選

挙
選
は
必
至
の
状
況
で
激
戦
が
予
想

さ
れ
る
」、さ
ら
に
前
回
の
町
長
選
の

違
反
事
案
を
強
調
し
て
「
事
前
説
明

会
で
も
強
く
要
望
す
る
が
、
正
々
堂

々
と
、
し
か
も
あ
と
に
も
し
こ
り
の

残
さ
な
い
選
挙
を
や
っ
て
ほ
し
い
」

と
明
る
く
、
違
反
の
な
い
選
挙
の
願

い
を
語
る
と
と
も
に
、
道
政
、
町
政

に
参
加
す
る
最
良
の
機
会
と
し
て
、

大
切
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う

呼
び
か
け
て
い
る
。

◆
統
一
地
方
選
挙
の
告
示
日
と

投
票
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
投
票
時
間
の
繰
上
投
票
区
は

次
の
と
お
り
で
す
。

通
常
、
投
票
時
間
は
午
前
七
時
か

ら
午
後
八
時
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

次
の
十
投
票
区
に
つ
い
て
は
、
投
票

の
締
切
り
時
間
を
二
時
間
繰
上
げ
、

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す

の
で
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
不
在
者
投
票
を
さ
れ
る
方
へ

投
票
日
の
当
日
、
や
む
な
く
投
票

で
き
な
い
方
に
は
不
在
者
投
票
制
度

が
あ
り
ま
す
。
祝
日
や
土
・
日
曜
日

も
投
票
で
き
ま
す
の
で
次
の
場
所
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
場
所
＝
苫
前
町
役
場

住
民
相
談
室
（
一
階
）

◎
時
間
＝
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら

午
後
八
時
ま
で
　

な
お
、
不
明
な
点
は
町
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
�
四
―
二
二
一
一
内
線
二
四
五
）

区　分 告示日

３月２７日北海道知事

町 長

町議会議員

北 海 道

議 会 議 員
４月　４日

４月２２日

４月１３日

４月２７日

投票日

投
票
区

第
３
投
票
区

第
４
投
票
区

第
５
投
票
区

第
６
投
票
区

第
７
投
票
区

第
８
投
票
区

第
９
投
票
区

第
10
投
票
区

第
11
投
票
区

第
12
投
票
区

投
票
区
域

力

昼

地

区

上

平

地

区

香
川
・
長
島
地
区

九

重

地

区

三

渓

地

区

岩

見

地

区

東

川

地

区

豊
浦
・
昭
和
・
興
津
地
区

小

川

地

区

港
・
三
豊
地
区

役場正面玄関に実施本部の看板を設置する内田本部長（左）と赤坂一昭事務局長
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二
月
九
日
午
前
九
時
か
ら
、
町
公

民
館
で
第
32
回
留
萌
支
庁
長
旗
争
奪

か
る
た
大
会
が
開
催
さ
れ
、
管
内
の

一
般
二
十
六
チ
ー
ム
が
Ａ
級
（
五
十

歳
以
上
）、
Ｂ
級
（
四
十
九
歳
以
下
）

に
分
か
れ
熱
戦
を
展
開
し
た
。

苫前保育園（高田美智子園長）と古丹別保育所（菊地典子所
長）では毎年節分にあわせて、北留萌消防組の協力を得て幼年
防火クラブの園児らを対象に「豆まき会」を実施している。
今年は苫前、古丹別とも２月３日に行われた。手づくりの面
を頭に乗せた園児たちは、ホール中央で特製の箱に豆を入れ鬼
を待ち構えた。とそのとき赤鬼と青鬼が「悪い子はいないか！」
「火遊びする子はいないか！」と威勢よくホールに乱入。
いきなりの鬼の登場に、それまで余裕を見せていた園児らの
顔が一変し、「きゃーこわい」「こっちにくるなー」「このやろ
ー」などの叫び声でホール内は騒然、あまりの怖さに泣き出す
園児も出るほど。古丹別では着ぐるみのゴリラも応援に参加。
「鬼はそと、福はうち」と園児達が力を振りしぼって豆をまく
と赤鬼、青鬼ともにホールから退散した。鬼達が消防職員のお
兄さんだとわかると、今度はホッとした表情で出迎え、みんな
そろって記念撮影でパチリ。
どちらの園児たちも「火遊びは絶対しません」と誓い、こわ
かったり、楽しかったりの忙しい一日を過ごした。

・定期預金については、これまで同様、元本1,000万円までとその利息等が保護されます。それを超える部分は、
破たん金融機関の財産に応じて支払われます。（一部カットされることがあります。）
・平成１７年４月以降は、当座預金等の利息のつかない預金が全額保護されることになります。
・預金保険制度、農漁協系統貯金保険制度ともに同様の取り扱いがなされます。
・詳しくは、金融機関の窓口または預金保険機構、農水産業協同組合貯金保険機構、財務局にお問い合わせくだ
さい。

金融庁・預金保険機構

当座預金、普通預金、別段預金は、平成17年３月末まで引き続き全額保護されます。

苫
前
勢
　
Ａ
級
北
斗
の
金
、
Ｂ
級
北
斗
の
松
、
と
も
に
三
位

第
32
回
留
萌
支
庁
長
旗
争
奪
か
る
た
大
会

開
会
式
で
地
元
の
苫
前
北
斗
倶
楽

部
（
渡
辺
達
也
会
長
）
の
千
葉
聡
さ

ん
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を
し
て
対
戦

に
入
っ
た
。

会
場
内
は
張
り
詰
め
た
空
気
が
漂

い
、
読
み
手
が
下
の
句
を
読
み
上
げ

る
ご
と
に
木
札
が
華
麗

な
ま
で
に
さ
ば
か
れ
、

手
に
汗
握
る
対
戦
が
続

出
し
た
。

Ａ
級
で
は
十
六
年
振

り
に
初
山
別
の
北
海
が

優
勝
、
ほ
か
結
果
は
次

の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

▽
Ａ
級
　
①
初
山
別
・

北
海
②
羽
幌
・
北
龍
の

金
③
苫
前
・
北
斗
の
金

（
渡
辺
達
也
、
桧
森
光

幸
、
秋
山
修
）、
羽
幌

・
北
龍
の
銅

▽
Ｂ
級
　
①
遠
別
・
怒

涛
の
虎
②
天
塩
・
天
龍

の
梅
③
苫
前
・
北
斗
の

松
（
白
府
正
志
、
渡
辺

育
史
、
合
田
一
郎
）、

天
塩
・
天
龍
の
椿

凛とした空気の中熱気ある対戦が続いた（対戦相手左側～苫前北斗の金〈A級〉）

苫前保育園

古丹別保育所
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北留萌消防組合苫前支署及び古丹別支署では、「冬期間

焼死者事故防止運動」（２月１５日から同２４日までの１

０日間）に合わせて、町内の独居老人宅や高齢者宅を対象

に、非難口確保のための除雪奉仕を行った。

２月２日には力昼地区１１軒、同９日は港地区５軒、同

１６日は古丹別地区６軒の計２５軒を各分団の団員（力昼

８名、苫前２５名、古丹別２０名が参加）及び職員が手分

けして、有事の際の非難口となる裏口やベランダなどの除

雪を行った。

「毎年ごくろうさま。本当にありがたいことです」とど

のお宅も感謝の言葉が絶えなかった。

毎日のように報道される火災による焼死事故。火を使う

頻度が高い北国の生活では他人ごとではありません。

消防支署では「ちょっとの油断が、大きな火災につなが

ります。火の元は最後まで点検してください」と、事故防

止を呼びかけている。

2月21日、22日の2日間、苫前町スポーツセ
ンターにおいて、「第12回町長杯ゲートボール
大会」が行われ、町内の9チームが参加して熱
戦を繰り広げた。
現在3連覇中の福寿草の主将の運上吉雄さん

（83）が「思う存分力を出し切って、精一杯が
んばります」と力強く選手宣誓を行い競技に入
った。競技は2ブロックに分かれて総当たり戦
を行い、得失点などにより上位5チームが優勝
戦、残り4チームが交流戦を行った。優勝の栄
冠はひまわりチームに輝き、福寿草の４連覇を
阻んだ。
成績結果は次のとおり。（◎は主将）

優　勝　ひまわり（◎福士和江、藤田スエ、林
スエノ、谷友恵、新庄和子）

準優勝　福寿草（◎運上吉雄、只石由雄、宮本
実、只石美恵子、丹羽君江、今輝子）

３　位　やまびこ（◎伊藤稔、工藤喜三郎、十
川猛、丹羽利子、千葉トミ子、増田と
み子、十川ソノ）

第12回町長杯
室内ゲートボール大会

除雪奉仕で非難口確保
消防分団員と職員が汗

風力発電の売電状況
（町営分）

平成15年1月分の実績
・供給電力量
５６２，８２０ｋＷｈ
７，０６１，９８３円

（設備利用率３８．０７％）

室内ゲートボール大会

戸
籍
の

小
　
箱

中
村
千ち

紘ひ
ろ

弘
樹
／
智
子
　
１
月
21
日
　
古
丹
別

鴨
田
佳
尚

よ
し
た
か

誠
　
／
智
江
　
２
月
５
日
　
香
　
川

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

住
所

ご
成
長
を

お
祈
り
し
ま
す

３男 長女慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

古
谷
　
　
糺
（
81
歳
）
１
月
27
日

豊
　
浦

中
山
　
健
治
（
93
歳
）
１
月
31
日

苫
　
前

荒
関
ス
イ
ミ
（
84
歳
）
２
月
13
日

古
丹
別

氏
名

年
齢

死
亡
日

住
所

東
　
　
　
輝
　
彦
（

旭
　
）
中
　
川
　
津
代
美
（
深
川
市
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末

長

く
お

幸

せ

に

裏玄関やベランダの除雪をする消防団印と職員

熱戦の連続の大会だった

優勝のひまわりチーム
のメンバー

準優勝の福寿草チーム
のメンバー

３位のやまびこチーム
のメンバー
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介護保険料について
介護保険の財源は公費と、65

歳以上の方が納める『第１号保

険料』と40歳～65歳未満の方が

納める『第２号保険料』でまか

なわれています。介護サービス

を充分に整えるため、そして介

護が必要になったときに誰もが

安心してサービスを利用できる

ように、保険料の納付にご理解

とご協力をお願いします。

◎お問い合わせ・ご不明な点
は、苫前町財政課税務係まで
お寄せください。
（�4-2211内線215）

Ｑ　６５歳以上の方（第１号保険料）の納め方を教えてください。
Ａ　保険料の納め方は年金額等によって次のようになります。

※年度（４月１日～翌年３月３１日）の途中で転入された
り、６５歳になった方は、翌年の９月までは普通徴収の納
入方法となります。

つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
国
保
に
加
入
す
る
人
と
そ
の
届

け
出
は
？

Ａ

職
場
の
健
康
保
険
（
会
社
な
ど

の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
、
そ
の

他
任
意
継
続
保
険
な
ど
）
に
加
入

し
て
い
る
人
や
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
を
除
い
た
全
て
の
人
が

国
保
の
加
入
者
と
な
り
ま
す
。

〈
加
入
は
世
帯
ご
と
に
〉

国
保
へ
の
加
入
は
、
世
帯
ご
と
に

加
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
加
入
や
喪
失
な
ど
の
届
け

出
の
義
務
や
保
険
税
の
納
税
義
務
は
、

そ
の
世
帯
主
が
負
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

〈
保
険
証
は
大
切
に
!!
〉

国
保
の
保
険
証
は
、
原
則
と
し
て

一
世
帯
に
一
枚
だ
け
交
付
さ
れ
ま
す
。

保
険
証
は
国
保
加
入
者
で
あ
る
こ

と
の
証
明
書
で
あ
り
、
国
保
で
医
療

を
受
け
る
た
め
の
受
診
券
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
取
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
　
修
学
や
長
期
間
の
旅
行
な
ど
で

一
時
的
に
家
族
と
離
れ
て
他
の
市

町
村
に
居
住
す
る
と
き
に
は
、
届

け
出
に
よ
り
も
う
一
枚
の
保
険
証

の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

国
保
へ
の
加
入
や
喪
失
の
届
け
出
は
必
ず
　
十
四
日
以
内

に
す
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
次
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

〈
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
と
き
〉

被
保
険
者
に
な
っ
た
時
点
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
一
旦
全
額
自

己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

〈
喪
失
の
届
け
出
が
遅
れ
た
と
き
〉

他
の
保
険
に
加
入
し
て
い
た
の
に
喪
失
届
け
出
を
し
て
い
な
い
と
、

保
険
税
が
二
重
に
請
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、国
保
と
医
療
機
関
と
の
医
療
費
の
支
払
い
に
係
る
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
注
意く
だ
さ
い
!!

“

”

区　分 対象者 納入方法

特別徴収

普通徴収

年金額が年額１８
万円以上の支給が
ある方

年金額が年額１８
万円未満の支給の
方

年金より天引きさ

れます。

役場から送付され
る納付書により納
めていただきます。
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年
に
一
度
の
健
診
、
あ
な
た
は
必

ず
受
け
て
い
ま
す
か
？
健
診
と
い
う

と
「
ま
た
受
け
る
の
？
」「
面
倒
だ
な

ぁ
」
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
健
診
と
は
、
実
は
と
て

も
大
切
な
も
の
な
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
身
体
は
、
日
々
頑
張
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
身
体

の
状
態
を
一
度
総
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の

が
健
診
の
役
割
で
す
。
特
に
が
ん
な

ど
の
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な

い
場
合
が
多
く
、
気
付
い
た
時
に
は

病
気
が
か
な
り
進
行
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。
自
分
で
は
気
付
き

に
く
い
“
不
調
の
サ
イ
ン
”
を
健
診

で
読
み
取
る
〜
こ
れ
が
病
気
の
早
期

発
見
に
は
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
る
た
め
に
は
、

健
診
が
何
よ
り
大
切
。
で
す
か
ら
、

健
診
は
年
に
一
回
、
必
ず
受
け
ま
し

ょ
う
。

町
で
は
、
結
核
予
防
健
診
、
循
環

器
健
診
（
基
本
健
康
診
査
）、
が
ん
検

診
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
、
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
症
検
診
、
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
、
職
場
で
の
検
診
、

病
院
で
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
方

法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
分
の
受

け
や
す
い
方
法
で
、
必
ず
健
診
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
、
今
年
度
ま
で
、
循
環
器

健
診
・
結
核
予
防
検
診
・
肝
炎
ウ
ィ

ル
ス
健
診
・
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
健

診
を
年
に
３
回
、
胃
・
肺
・
大
腸
が

ん
健
診
を
年
に
２
回
そ
れ
ぞ
れ
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
健
診
を
別
々
に
実
施
し
て
い
た
こ

と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健
診
の
日

に
予
定
を
あ
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
受
診
の
手
間
や

時
間
が
一
度
で
済
み
、
受
診
の
し
や

す
い
健
診
を
実
施
す
る
た
め
に
、
平

成
十
五
年
度
か
ら
「
総
合
健
診
」
と

し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

総
合
健
診
は
、
今
ま
で
の
循
環
器

健
診
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
、
エ
キ

ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診
、
胃
・
肺
・
大

腸
が
ん
検
診
を
一
度
に
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
肺
が
ん
検
診
を
受

け
て
い
れ
ば
、
結
核
予
防
健
診
を
受

診
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

今
ま
で
、
循
環
器
健
診
・
結
核
予

防
健
診
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診

に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
が
必
要
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
総
合

健
診
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事

前
の
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

総
合
健
診
の
詳
し
い
日
程
や
実
施

内
容
、
申
し
込
み
方
法
に
つ
き
ま
し

て
は
、
健
診
前
に
回
覧
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
ご
自
分
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
総
合
健
診
の

機
会
を
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

健

康

ば

ん

ざ

い

「
受
け
て
い
ま
す
か
？
健
診
」

今
月
の
担
当
は
大
内
保
健
師
で
す
。

今
月
の
担
当
は
大
内
保
健
師
で
す
。

ど
う
し
て
健
診
が
必
要
な
の
？

「
総
合
健
診
」
が
始
ま
り
ま
す

申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す

健
診
は
ど
こ
で
受
け
ら
れ
る
の
？
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「熱.Ｎｏ３」
熱の原因の中には熱よりも心配なものもあり、次のよ
うな徴候も見逃せません。
●　声がかすれる、こぶしをのどに押し込むようなしぐ
さをする。
熱、咳とともにこのような徴候があれば、のどの奥
が炎症を起こして腫れていることが想像されます。溶
連菌の可能性もあります。また、犬が吠えるような激
しい咳をするときは気管をふさいでいる可能性もある
ので急いで受診する必要があります。
●　ここ何日間か激しい咳が続いて悪くなっている、呼
吸が苦しそう。
気管支炎や肺炎になっている可能性があります。状
態が悪ければ早めに受診しましょう。
●　耳を引っ張ったり、耳の痛みを訴えている。
中耳炎かもしれません。必要に応じて痛み止めをし、
翌日には受診するようにしましょう。

●　熱を下げてもぼんやりしたままだったり、つらそう
にしている。
感染の勢いが強い状態と考えられます。脱水が進行
して状態を悪くするかもしれません。水分をまめにと
ること、できなければ受診をすすめます。
●　けいれんを起こしている。

これは別の機会で触れますが、まずしてほしいの
は、吐いたもので窒息させない横向きに寝かせること、
そして速やかに受診することです。
＜参考までに＞
感染症を起こす原因はおおざっぱに、菌とウイルスが
あります。菌には抗生物質が有効ですが、ウイルスには
効く薬がほとんどなく、体の抵抗力で治していきます。
感染症の90％以上はウイルス性で抗生物質は効きませ
ん。このようなときに抗生物質を使うとＭＲＳＡなどの
薬の効かない菌を増やす結果になります。

北海道立羽幌病院

苫
前
町
へ
寄
付

◯

留

萌

建

設

協

会

様

（
堀
松
幹
夫
会
長
）

〜
地
域
活
性
化
資
金
と
し
て

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

◯
苫
　
前
　
新
　
村
　
泰
　
幸
　
様

○
豊
　
浦
　
古
　
谷
　
キ
　
ヨ
　
様

○
苫
　
前
　
佐
　
藤
　
京
　
子
　
様

○
古
丹
別
　
斉
　
木
　
耕
　
三
　
様

各
町
内
会
へ
寄
付

（
上
平
町
内
会
へ
）

○
上
　
平
　
伊
　
勢
　
ミ
　
ツ
　
様

（
苫
前
町
内
会
及
び
同
十
七
班
へ
）

◯
苫
　
前
　
新
　
村
　
泰
　
幸
　
様

（
豊
浦
町
内
会
へ
）

○
豊
　
浦
　
古
　
谷
　
キ
　
ヨ
　
様

ご
厚
志
に

感
謝
し
ま
す

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９

平成14年救急出動内訳
昭和51年に救急業務を開始以来その出動件数（昭和52年中で78件）は

年々増加傾向を示しながら、平成14年中では過去最多の129件を記録し前年
を12件上回りました。その内訳は、急病61件（47.3％）、一般負傷21件
（16.3％）、交通20件（15.5％）、転院搬送20件（同）、その他7件（5.4％）
でした。過去のデータからも急病による出動が半数を占めています。

平成14年の搬送人員と年齢区分
搬送人員も過去最多の126名で前年を10名上回りました。これを年齢別に
みると、65歳以上が71名（56.3％）、18歳～64歳が48名（38.1％）、6歳～
17歳が4名（3.2％）、6歳未満が3名（2.4％）でした。

昨年は、急病での救急出動が過去最多を記録し、その原因となる疾患も複雑多様化しています。また、高齢化の影
響もあり65歳以上の高齢者の搬送が、全体の約６割を占めており年々増加する傾向です。このようなことから皆様も
家族や同僚など身近な人の命を救うため、応急手当の方法を覚えませんか？一人でも多くの住民に応急手当普通救命
講習を受講していただき、救命率の向上を図りたいと考えています。
受講を希望する方は、団体・個人を問わず下記支署までご連絡ください、お待ちしております。

救命率の向上のため応急手当の方法を覚えよう

平成14年度 
救急出動内訳 

平成14年の 
搬送人員と年齢区分 

急病 
交通 

一般負傷 

転院搬送 

その他 

65歳 
以上 

18歳 
 ～64歳 

6歳～17歳 6歳未満 

苫前町の交通事故情報
平成15年１月末現在

発生件数　死者数　負傷者数

１件 ０人　　 １人

交通事故死ゼロ日数は

１月31日現在で258日
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日　時　３月17日（月）・20日（木） 
　　　　午後２時～ 
場　所　福祉センター（苫前） 
材料費　1,000円 
持ち物　エプロン 
定　員　各５名 
講　師　平　田　日出男氏（古丹別在住） 
　　自分で打ったそばの味は格別！ 
　そば打ち名人平田先生（とままえ温泉ふわ 
　っと総支配人）に教えていただけます。 

★ 公民館を利用したい時は、事前に申込みが必要です。 

　 （申請書を提出して下さい。） 

★ 公民館を利用する前、お帰りの際は必ず事務所へ声をかけて下さい。 

　 （利用者人数をお知らせ下さい。） 

★ 公民館を利用する際は、ゴミのお持ち帰りにご協力下さい。 

★ 公民館へ入る時には、靴についた雪を落として入るようにして下さい。 

★ 調理室にある鍋やボール等、全ての調理機器や食器類を持ち出さないで下さい。 

　 （数が減っています。） 

◎休館日について 
　図書室の休館日は毎週月曜日ですが、月曜日が祝日の場合は次の日の火曜日が
休館日となります。（祝日の月曜日は利用できます） 
◎開館時間について 
　午前10時～午後５時までです。（12時～１時までは休憩します） 
◎移動図書について 
　毎月第２・第４水曜日　14：30～15：30　苫前小学校 
　　　　　　　　　　　  15：45～16：30　苫前保育園 
◎本の返却について 
　借りた図書の返却は公民館のほか、福祉センターや役場でも受け付けています。 

そば打ち教室 
日　時　３月21日（金） 
　　　　午後１時30分～ 
場　所　苫前町公民館（古丹別） 
参加料　無料 
持ち物　筆記用具 
定　員　20名 
講　師　菅　原　えりな氏（札幌市在住） 
　　正しい漢字を書いてますか？ 
　漢字検定についての説明や受検方法、各級 
　の出題例などを教えていただけます。 

漢字検定教室 

※各講座についてのお問い合わせ、申込みは公民館（15-4076）へお願いします。 



「愛情と対話で防ごう子どもの家出」 
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（少年向け）
〇　思い当たる人はいませんか？
・親に行き先を言わずに外出していませんか？
・夜遊びや無断外泊をしていませんか？
・家族に暴力を振るったり、会話を避けたりしてい
ませんか？

〇　万引きは、窃盗という重い罪になります。
・見つかってから品物を返したり、お金を払っても
盗んだことにはかわりありません。
・窃盗は１０年以下の懲役とされており、人のもの
を取ることはとても重い罪になります。

〇　盛り場には、危険な落し穴がいっぱい！
・盛り場には、みなさんの心のすきを狙っている不
良グループや暴力団がいます。
・楽しそうに見えるゲームセンターなどでも、事件
の被害に遭うことがあるなど恐いことがたくさん
あります。

〇　テレホンクラブや出会い系サイトは
危険がいっぱい！

・出会い系サイトを利用して、事件の被害にあうケ
ースが増えています。

保
険
料
の
免
除
に
は
、
全
額
免
除
と
半
額
免
除
に
な
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
申
請
に
よ
り
適
用
を
受
け
る
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
前
年
度
の
所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま

す
。こ

の
う
ち
半
額
免
除
に
つ
い
て
は
「
年
金
額
は
満
額
に
近

づ
け
た
い
が
、
保
険
料
の
全
額
は
無
理
で
も
、
半
額
な
ら
な

ん
と
か
納
め
ら
れ
る
」
と
い
う
方
の
た
め
に
、
平
成
十
四
年

四
月
か
ら
新
た
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
免
除
期
間
の
取
り
扱
い
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
で
は
全

額
免
除
の
場
合
三
分
の
一
、
ま
た
半
額
免
除
の
場
合
は
三
分

の
二
を
も
っ
て
計
算
さ
れ
受
給
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
学
生
の
方
は
、
本
人
の
前
年
所
得
が
六
十
八
万
円
以

下
で
あ
れ
ば
申
請
に
よ
り
保
険
料
を
後
払
い
で
き
る
、「
学
生

納
付
特
例
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
「
学
生
納
付
特
例
」
を
受
け
た
免
除
期
間
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

全
額
も
し
く
は
半
額
の
免
除
や
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た

期
間
の
保
険
料
は
、
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
払
い
（
追
納
）

す
る
こ
と
が
で
き
、
受
給
す
る
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

免
除
の
承
認
周
期
は
、
従
来
七
月
分
か
ら
翌
年
六
月
分
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
に
限
り
平
成
十
四
年
四
月

分
か
ら
同
十
五
年
六
月
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
の
周
期
は
四
月
分
か

ら
翌
年
三
月
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
請
の
手
続
き
は
、
い
ず
れ
も
毎
年
必
要
で
す
の
で
承
認

を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
保
険
料
の
免
除
制
度
」
に
つ
い
て

「
そ
の
速
さ
　

曲
が
り
き
れ
な
い
止
ま
れ
な
い
」

（
歩
行
者
向
け
）

○
　
道
路
を
横
断
す
る
と
き
、
車
が

い
な
い
こ
と
、
車
が
止
ま
っ
て
く

れ
た
こ
と
を
確
か
め
て
か
ら
横
断

し
ま
し
ょ
う
。

○
　
交
差
点
を
横
断
す
る
際
は
、
左

折
車
や
右
折
車
の
動
き
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

（
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
）

○
　
乾
燥
路
面
を
走
行
す
る
と
き
で

も
、
橋
の
上
や
山
間
部
、
日
陰
部

分
は
凍
結
を
し
て
い
る
こ
と
を
予

想
し
、
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
し
て
無

理
の
な
い
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

○
　
も
し
も
の
時
に
あ
な
た
を
守
っ

て
く
れ
る
も
の
、
そ
れ
が
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
で
す
。
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
ど
も
は
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
必
ず
着
用
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

羽
幌
警
察
署

雪
解
け
に
伴
う

交
通
事
故
防
止

・テレホンクラブを利用してはいけません。
・好奇心や遊び感覚で、かるはずみな行動をしては
行けません。

（保護者向け）
〇　いつもお子さんの行動に関心を持っていますか？
・子どもの外出先を把握していますか？
・子どもとちゃんと話しをしていますか？
・子どもが悪いことをしたらちゃんと叱っています
か？

〇　テレホンクラブや出会い系サイトなどを利用した
ため、性的な被害にあうケースが増えています。
テレホンクラブや出会い系サイトの危険性を教えて
ください。
〇　明るく楽しい家族の対話と子どもの行動に関心を
持った声かけに心がけましょう。

（少年及び保護者向け）
〇　困ったり、なやんでいることがあれば、いつでも
気軽に「少年相談１１０番」や最寄りの交番、警察
署に相談してください。

「少年相談110番」フリーダイヤル 0120-677-110

雪
解
け
に
伴
う

交
通
事
故
防
止
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▽
私
も
若
い
こ
ろ
は
た
ば
こ
を
吸
っ

て
ま
し
た
。
一
日
に
一
箱
か
ら
一
箱

半
。
お
酒
を
飲
ん
だ
と
き
な
ど
は
、

さ
ら
に
一
箱
追
加
と
い
っ
た
よ
う
に

吸
っ
た
も
の
で
す
▽
そ
れ
が
今
か
ら

十
三
年
前
の
夏
か
ら
、
あ
る
目
標
の

た
め
「
た
ば
こ
お
休
み
中
」、
い
わ
ゆ

る
禁
煙
を
し
て
い
る
。
お
陰
様
で
目

標
は
達
成
し
ま
し
た
が
…
▽
先
日
の

Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
構
）の
策
定
会

議
後
の
報
道
で
「
た
ば
こ
規
制
枠
組

み
条
約
」が
承
認
さ
れ
た
。そ
れ
に
よ

る
と
禁
煙
に
関
連
し
た
死
者
が
世
界

で
年
間
四
百
九
十
万
人
に
達
し
て
い

る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
驚
き

の
数
字
で
あ
る
▽
酒
は
「
百
薬
の
長
」、

た
ば
こ
は
「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」

と
言
わ
れ
る
が
、
ど
ち
ら
に
も
共
通

す
る
の
が
『
飲
み
過
ぎ
に
は
注
意
！
』

で
あ
る
▽
愛
煙
家
の
方
々
に
は
大
き

な
お
世
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
禁

煙
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

編
集
雑
記
帳

人 の う ご き

◎人口／４，３９８人　（－　５）
男／２，０８４人　（－　９）
女／２，３１４人　（＋　４）

◎世帯／１，７８６世帯（＋　２）

１月３１日現在（ ）内前月比

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
　
　
　
　
　
ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
　
　
　
　
　
ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリ－　 ちびっこギャラリ－　 ちびっこギャラリ－

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
内
の
保
育

所
（
園
）
・
小
・
中
学
校
・
高
校
の

園
児
や
児
童
生
徒
の
作
品
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
作
品
を
紹
介
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

四
月
号
は
苫
前
小
学
校
の
児
童
の

み
な
さ
ん
で
す
。

・ぜんぶのゆびにかおをつけまし
た。

１年

真田　優太くん

「ニョキニョキ あれれ」

・松ぼっくりをたくさん使ったと
ころを工夫しました。

３年

相馬なつみさん

「ビーズだこ」

・はこにえんとつのかざりをつけ
るのをがんばりました。

１年

鴨田　将来くん

「ニョキニョキ あれれ」

・手にリボンをつけてかわいらし
くしました。

１年

花井　美希さん

「ニョキニョキ あれれ」

古丹別小学校の児童の作品

「とり」

・むずかしかったとこ
ろは空をぬるところで
す。

２年

堀　　隼人くん

「にわをさんぽ」

・空をぬるのがたいへ
んでした。

２年

田井　水晶さん

「かんちゃん」

・たいへんだったとこ
ろは空をかくところで
す。

２年

木村　将也くん

「カラフル海」

・魚にビーズをつけた
ところが気に入ってい
ます。

３年

大川　沙耶さん


